
6 非開削技術  No.127（2024.4）

特集｜管内からの調査・探査・診断技術〈水上走行型ドローンによる点検調査〉

はじめに1 .
　現状，インフラ施設の点検調査は，目視調査により
劣化状態を把握することが主流です。施設によっては，
常時水位が高く調査員が入れない箇所や流速が速く，
人命リスクが高い箇所もあります。
　このような調査困難箇所を未調査のまま継続使用す
ることで，施設の老朽化リスクが高まり，陥没事故な
どにつながる可能性があります。われわれは，作業効
率向上と安全性が高い方法を確立するため，無人航空
機の活用を考え2017年より閉鎖性空間でも飛行可能
な独自の無人航空機（以下，飛行型ドローン）の開発
を行ってきました。

下水道管きょの点検調査技術2 .
2−1　点検調査用飛行型ドローン開発
　下水道管きょの損傷状況の把握は，主にテレビカメ
ラ等の調査により行われます。
　下水道管きょの調査方法は，口径800mm以上の中
大口径管きょを対象とした人による潜行目視調査と小
口径管きょも対象としたテレビカメラ調査があります。
　これらの調査方法は，マンホール内や管きょ内に作
業員が入ることから，安全性や効率性に課題がありま
す。今後の老朽管増加に対応するためにも，調査の効
率化とスピード化が求められます。そのため，無人航

空機に着目し，下水道管きょ調査が可能な飛行型ド
ローンを開発しました（写真−1，表−1）。
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写真−1　飛行型ドローン（Air SliderⓇ Fi4）

項目 スペック
重量 4.5kg（バッテリ1本含む）
全幅 320mm
全長 260〜350mm
長さ 590mm

走行時間 約30分
モータ ブラシレスDC　200W

プロペラ 直径5インチ
照明 超硬輝度白色LED　ラインタイプ3W　6灯

搭載カメラ能力 1530万画素　4K　最大6台搭載可能
撮影用照明 800ルーメン　最大5台搭載可能

表−1　飛行型ドローン（Air SliderⓇ Fi4）の仕様


